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NECが目指す社会価値創造 

将来社会で起こる課題に対して、ICTの力で解決に貢献 

スマート 
ウォーター 
マネジメント 

農業ICT スマート 
エネルギー 

パブリック 
セーフティ 

業務効率化 
ソリューション 

インフラ 
劣化診断 

35億人→ 63億人 

都市人口の増加 

1.8倍 

2050年の地球 

1.7倍 

食料需要 

1.6倍 

水需要 

1.8倍 

エネルギー需要 

労働力の減少 市民の安全 インフラ維持 

2050年の日本 

人口の減少 

0.7倍 1億2000万人→ 8000万人 
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７つの社会価値創造テーマ 

７つのテーマで、社会ソリューション事業に取り組む 

７つの 
社会価値創造 

テーマ 

地球との共生 

Sustainable Earth 

安全・安心な都市・行政基盤 

Safer Cities & Public Services 

安全・高効率なライフライン 

Lifeline 
Infrastructure 

豊かな社会を支える情報通信 

Communication 

産業とICTの新結合 

Industry Eco-System 
枠を超えた多様な働き方 

Work Style 

個々人が躍動する豊かで公平な社会 

Quality of Life 
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第1次産業革命:軽工業での大量生産 蒸気機関 

第2次産業革命:重工業での大量生産 エネルギー（石油、電力） 

第3次産業革命:情報革命･生産自動化 コンピュータ･インターネット 

社会変革のドライバーとなるIoT 

IoTがもたらす第4次産業革命が社会課題解決の鍵に 

技術の進化 社会・事業の変革（パラダイムシフト） 

Internet of Things (IoT) 
 

つながりの広がりが理解を深める 

AI 

知性 

知識 

情報 

データ 

「知」の高次化 

第4次産業革命 
 

提供者 
顧客 

社会変革・サービス革命 

継続的サービス、ワークスタイル、カスタマイズ、… 

つながりの進化が社会を変え、課題解決へ 

モノ 

モノ 

モノ 

モノ 

コト 
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知性 

知識 

情報 

データ 

知の高次化による課題解決の高度化 

実世界データから高次の「知」を生み出すことで、 
深い実世界理解に基づく、高度な課題への取り組みが可能に 

人の判断に示唆を与える力 

判断するための傾向・知見 

ある基準で整理・意味づけ 

生のデータ・数値・記号 

解
け
る
課
題
の
質
の
高
度
化 

ビッグデータ 

ビッグナリッジ 

ウィズダム 
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NECの 
ICT技術 

データサイエンス 

ICTプラットフォーム 

実世界のコト理解と社会価値創造 

深いコト理解 
(Experience) 

要因 
高度な 
意思決定 

観点 

2015年 2020年 2018年 

知性 

知識 

情報 

データ 

コトの理解 
(Context) 

異常 作業 内側 組織 
モノの理解 

(Physical things) 

温度 振動 

安 全  
国家から個人まで
幅広い安全に対応 

安 心  
目立たないところで 
地球や社会を支える 

効 率  
持続可能な 
成長の実現 

公 平  
多様な格差や 
不公平の解消 

社会価値 
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サイバー世界 

AI（データサイエンス） 

社会価値創造の基本プロセス 

IoTによって実世界を深く理解し、働きかけることで 
生活や産業に安全・安心・効率・公平を提供 

実世界 

分析 制御・誘導 見える化 
人 モノ 

環境 浸透するコネクティビティ 強化される知性 

サービスの起点となる柔らかいHW※ 

社会に適応するロボティクス 

ICTが生み出す 
社会価値 

ICT プラットフォーム 

IT・人・モノの 
全体のセキュリティ 

エッジに広がる 
クラウド 

脳に倣う 
コンピューティング 

つながりの 
広がり 

継続的 
サービス 

超カスタマイズ 

安全 

安心 

効率 

公平 

社会価値 

※ハードウェア 

知性 

知識 

情報 

データ 

つながりの 
広がり 
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より高度な「見える化、分析、制御・誘導」の実現に貢献 

【現状】社会価値創造課題を解決するAI技術 

社会価値 
実世界 サイバー世界 

分析 制御・誘導 見える化 

人 
モノ 

環境 

AI 

センサー アクチュエータ 

機械学習 

予測・推論 計画・最適化 認識・理解 ･･･ 
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発
電
所
故
障
予
兆
監
視 

プ
ラ
ン
ト
故
障
予
兆
監
視 

電
力
需
要
予
測 

土
砂
災
害
検
知
・
予
測 

パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ー
フ
テ
ィ 

安全・安心な都市 

街中映像監視 群衆行動解析 

重要設備マネジメント 国民ID・出入国管理 

安全・安心な施設 

サイバーセキュリティ 

安全・安心なサービス 

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 

漏水箇所特定 

漏水検知 

水需要予測 

水道管補修計画 

配水自動計画 

配水計画最適化 

【現状】AIによる社会ソリューション事業展開 

AI技術群を核に社会インフラを高度化 

AI技術群 

光学振動解析 学習型超解像 テキスト含意認識 自律適応制御 

GLVQ 

感情認識 

異種混合学習 顔認証 物体指紋 群衆行動解析 RAPID機械学習 特徴量自動設計 音声認識 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 
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【事例】大規模プラント運用高度化 

見える化、分析、セキュリティ等のコア技術を融合することで、 
設備保全から本業オペレーションの革新へと価値を増幅 

オペレーションを革新 
コトの理解 

より深い 
コトの理解 

モノの理解 

運用最適化 

補修・保全の変革 

事後  予兆段階 

安定稼働 

設備を止めることなく対策 

異常予兆検知 

インバリアント分析 

サイバーセキュリティ 

システムログ分析 

人物認証・行動解析 

業務ログ分析 運用保守の変革 

個別対処  連携対処 

内部犯行を含む異常の早期対処 

業務フローの変革 

個別最適  全体最適 

本業の圧倒的効率化 

価
値
増
幅 
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【事例】自己学習型システム異常検知 

AI技術を活用した未知のサイバー攻撃の自動検知・隔離 

・未知のサイバー攻撃もリアルタイムに自動検知 

・従来の人手による分析の1/10以下の時間で被害範囲を特定 

被害範囲を特定、 
ネットワークから 

自動隔離 

システム全体の 
動作状態から 
定常状態を学習 

現在のシステム動作と 
過去の学習結果を分析し、 

異常を検知 

比較 

被害範囲 

脅威 
脅威 プロセス 

ファイル 

通信フロー 

サーバ・端末 

 被害範囲の 
自動特定・自動隔離 

プログラム起動やファイルアクセス
など軽量なログ収集 

定常状態 

現在の動作状態 

定常状態 

学習 
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【課題】人と高度化AI協調による社会課題解決 

人の思考・判断を支援する高度化されたAIと人の連携により
生産年齢人口減少に対応し、社会課題の効率的解決を実現 
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＃▽◆□ 
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深刻化する社会課題に対応する 
人材が不足 

多様な労働力の活用が必要 

※内閣府予測 

AIによる支援を 
知性レベルにまで拡張 

AIが多視点からの示唆を示すことで 
人間の思考・判断を支援 

知性 

知識 

情報 

データ 
2013年 2030年 2060 年 

※

労
働
力
人
口
（
日
本
） アウト 

ソース 

フル 
タイム 

育児 
社員 

外国人 
社員 

ロボット 

介護 
社員 

アウト 
ソース 

フル 
タイム 

育児 
社員 

6600万人 

5700万人 

3800万人 

-40% 
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【課題】AI高度化の２つの方向性 

社会課題解決を2つの面で捉えてAI技術を進化させる 

知性 

知識 

情報 

データ 

見える化 分析 制御・誘導 

圧倒的な効率化 
（価値増幅の追求） 

人への示唆の高度化 
（人とAIの協調） 

1つのゴールが定まらない問題 

異種混合学習 

インバリアント分析 

顔認証 

物体指紋 

群衆行動解析 

光学振動解析 

学習型超解像 

RAPID機械学習 

音声認識 

テキスト含意認識 

自律適応制御 

GLVQ 

予測型意思決定最適化 

感情認識 時空間データ横断プロファイリング 

ゴールが定まった問題 

経営判断 対人ケア 新製品開発 

安全な街 品質管理 

脳科学 新たな取り組みが必要 
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【対応】脳科学導入によるAIの高度化 

▌情報科学（AI）に脳科学を導入する 
新たな計算モデルの確立（Deep Learning＋α+β） 

新計算モデルに最適なコンピューティング基盤の確立 

回路・構造の解
明 

脳機能の 
数学的モデル化 

ふるまいの解明 

回路 
アーキテクチャ 

計算・記憶モデル 

制御モデル 
システムモデル 

３層一体化した 
脳情報通信システム研究 

人工知能により 
急速に進展する脳科学研究 
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デバイス 

 

エッジ 

 

クラウド 

AI 

【目標】高度化されたAIによるIoTシステム 

実世界の変化にリアルタイムに対応するため、より実世界寄り
のデバイスに処理が分散。知的処理を小型、低消費電力で実現 

2015年 2018年 2020年 

AI AI AI 

AI AI 

実世界 

複雑・大規模化への対応 

実世界全体への迅速な働きかけ 

犯罪マップ作成 
犯人追跡 
犯人検知 

犯罪マップ作成 
犯人・不審者追跡 

犯罪マップ作成 

犯人・不審者追跡 
犯人検知 
不審者検知 

犯人検知 
不審者検知 
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ありがとうございました 


